























あ し たと しか'{ しf,1
｢量に 若かんや｣､｢縦い｣､｢不若｣､｢不知｣などである020の用例の比戟表現の部分を､作詩
の年代順に挙げる｡ほとんどが結句である｡結句でない場合､その旨を記す｡
ふ わ-rか Uこう とL;
ol 夜探線有微光逮 夜深けて綾に微光の透ること有 り
あかつLt まさ
珍重猶勝到暁無 珍重す 猶お暁 に到るまで血きに勝れり1































05 富家好府有逝塵 富家の好舟 避塵有り
し わ人ころ




よ い人 F:と tl



























































つね I,も し こう あくしゅ人
14 毎憶脂膏多渥潤 毎に憶う 脂菅の湿潤多きことを












16 錐云昨翫新英菊 昨 新英の菊を翫 ぶと云えども
かたち し




17 徴臣把得策中浦 微臣(菊花を)把ること得て 蔵の中に浦つとも
し



























題名 比較の文字 比較内容 桝作時期.場所
1 012｢八月十五夜､月亭遇雨 猶勝 微光の透る>暁に到るまで無 貞約七年 (八六
符月 探報得撫｣ き 五).都
2 028｢仲春得策､聴講孝超､ 若 忠 .孝両方>ただ孝 貞観九年 (八六
同賦資串父串君 井序｣ 七).都
3 038｢停習聯琴｣ 豊若 詩を詠ずること>琴を弾くこ 貞観十二年 (八七
と ○卜 都
4 039｢八月十五夕,待月o席 縦使 鰭光が銀に透り出す>徹夜甚 貞観十二年 (八七
上各分一字 得疏o｣ 者の就き ○ト 郡
5 131｢絶句十首､賀諸進士及第､不若 出身>出身しないこと 元塵八年 (八八
賀橘風｣ 四).那
6 183｢早春内宴､艦首妓奏柳 長歎 独行の悲しみの深さ>歌舞の 仁和二年 (八八
花怨曲､麻製 自此以後､評州刺史之作○向後五首､束出京城之作｣ 与える感動の深さ 六).讃岐
7 221｢路遇白頭翁｣ 就中 最も難しい串 (最高級) 仁和三年 (八八七).言安岐
8 224｢春立｣ 就中 風月の悲しみの中で春尽の悲 仁和三年 (八八
しみは澱も緩い(最高級) 七).都
9 286｢訓藤司馬詠廉前楼花之 不用 秋の畝に有陰りる根>春の庭 仁和五年 (八八
作 押韻.｣ の限りなさ色 九) 讃ー岐
10293｢端午日賦文人｣ a 名を焚かじ>筋骨を焚く (仮 仁和五年 (八八
菅原道糸における自詩の比較表現の受容 播悟良
ll 295｢暮雨｣ 不若 東風一片の雲>清衡の僚史が 仁和五年 (八八
俸多し 九).讃岐
12 298｢八月十五日夜､思曹有感｣ 就中 此夜の悲しみ>始めて南に束 仁和五年 (八八
りしときよりこのかた､長に衝†邑 九ト 讃岐
13 364｢早春侍内宴､同賦開春柴､縦使..-不如 寓歳が山轍に報ぐ>春草の天 寛平五年 (八九
鷹製｣ 地に満てり 三ト 都
14 380｢娩両夜紗燈､麻製 井序Q那勝 恩津の身を繰りて来る脂>背 寛平六年 (八九
千時九月九日｣ の渥潤多きこと 四ト 都
15 436｢九日後朝､同賦欲深､ 就中 秋の悲しみの中で晩秋の悲し 寛平九年 (八九
雁製｣ みは食も蔽い(最高級) 七).節
16 449｢九日後朝､侍宴朱雀院､鞭云...豊若 有心､老い稚さ容>昨､新英 寛平九年 (八九
同賦秋思入寒松､鷹太上皇製造中取韻O｣ の菊を翫ぶ 七).那
17 460｢九日侍宴､同賦菊散- 豊若 -経の退りて家に在らむ>徴 昌泰二年 (八九
荘金､磨製｣ 臣把ること得て 農中に満つ 九).那
18 483｢慰少男女 五言｣ 甚寛恕 自分の子供がまだ恵まれてい 昌泰四年 (九〇
る>南助､弁の御 -).太宰府
19 504｢官舎幽趣｣ 優於 身辺生活のことだけを考える 延菩二年 (九〇
>買誼の禍居の苦しさ 二).太宰府




































































































































































































































































































































は短いけれど｣は ｢譲歩｣､後の二句､花は花でも ｢眼花｣､｢胆がかすむという花｣に比べればと ｢比
較｣して､｢勝ちむ｣と ｢肯定｣して終わっているO
以上は､主に技法のレベルでの白寿の ｢ より ましだ｣という比較表現の吸収である｡
太宰府では､これとはちがった深い意味を持った､同じ用法が登場する｡

















































































を与えているO道真の五六句 ｢整喰常在前,夜宿亦同慶｣は､居易の ｢小女戯床頭｣を､七八旬 ｢臨
暗有燈燭､菖寒有綿架｣は､屠易の ｢寒衣補燈下｣を､いずれも二旬に引き伸ばしたものである.
太宰府ではいま一首 ｢ より, ましだ｣の用例がある｡
504｢官舎幽趣 六韻｣｡





暮煙紫屋潤渓家 碁の壇 屋を祭る 潤いの深き家
こうI?
此時倣吏思荘斐 此の時 倣吏 荘里を思う
Lや か





途支月俸恩搬極 櫨 は月の棒に支えられて 恩 極まり無し
～_I
衣昔風寒分有涯 衣は風の寒きを苦しみて 分 猛り有り
ひとえ
忘釧是身偏用意 是の身を忘旬1して 偏に意を用いれば

















































20 川口久雄校註 前掲註 (2) 738貫 ｡


































府の詩に見えた二例の ｢ より､ ましだ｣の表現であるOかつてわかくして都で詠ったのとは､
全く別の深い意味をもって､｢ より､ ましだ｣の比較表現は､道真の心をとらえたO白居易が不
遇による悲痛から脱却しようとする時にいつも用いたこの比較の手法と思想(｢タこロ足｣の人生観)を
学ぶことで､道真はほんの少しであっても自分の傷みを少なくしようとしたのである｡
菅原道男_における白詩の比較表現の受容 播悼良
五 まとめ
以上､道真の比較表現の全てが白辞の比較表現の影響を強く受けていることが分かった｡いまは､
二つの観点から,仮のまとめとさせていただく｡
-､道真の詩の比較表現は､その表現手法の上で,さまざまに白詩の影響を受けている｡けれども､
単に白話の技法を摂取しているのではない｡兼済の思想や,｢就中｣で表される悲哀,｢譲歩｣-｢比
較｣-｢肯定｣の表現に見たように､どの詩でも,白屠易の思想と感情を深く理解し､共感して､自
分の比較表現にアレンジしている｡
二､道真は､他の誰よりも､自詩の影響を深く受けている.例えば､島田忠臣の詩について､比較
表現を調べてみたが､詩の総数は二百首で少ないにしても､忠臣には､比較表現そのものが鉦く､こ
の点については､白屠易の影響は全く見られない｡
道真以前では､忠臣こそは京も白屠易の詩の影響を強く受けた人だから､道真が､思想や精神にお
いても､表現技法の面においても､どれほど深く､高いレベルで白詩のそれを摂取しているかという
ことがわかるのではないだろうか｡
今後､この比較表現の研究を糸口として､さらに仮定表現､比倫表現､口語表現､時間表現など､
さまざまな表現について.道真が､技法の面でも､またその技法にこめられた精神の面でも､白詩を
どのように摂取しているのか､研究を進めていきたいC
